
南西里１区 大見謝 朋子 漲 水 調 整 中 東川根一区 多良間 佳子 富名腰二区 友利  忠雄 添 道 山里　邦雄

南西里２区 仲宗根サヨ子 北 西 里 下地　秀樹 東川根二区 砂川 美江子 久 貝 下地   泰輝下地   泰輝 成 川 横田　春男

神 屋 新 垣 圭 子 根 間 真栄城 和江 東川根三区 友利　保紀 松 原 津嘉山政豊津嘉山政豊 下 崎 與那覇正吉與那覇正吉

大三俵一区 仲 間 邦 子 下 屋 國仲　和子 東川根四区 下里　邦枝 七 原 久貝　安男 福 山 砂川　寛裕

大三俵二区 下 地 京 子 羽 立 下地　正伸 仲 保 屋 與那覇 藤子 地 盛 宮 川　 悟 西 原 仲 間 忠

大三俵三区 下地　敏雄 出 口 長濱　智史 保 里 一 区 砂川　富男 山 中 荷川取辰美 大 浦 砂 川　 保

前 比 屋 翁長　靖夫 東 新城　みか 保 里 二 区 砂 川 清 治 盛 加 関谷 周作 島 尻 宮 良　 保

上 角 与儀　明子 栄 佐平　健蔵 荷 川 取 多良間 弘一 野 原 越 與那覇　登 狩 俣 國仲  義隆國仲  義隆

大 原 一 区 饒平名　功 仲 屋 渡久山 昌雄 腰 原 一 区 内間　功治 細 竹 比嘉　栄功 大 神 根間功一郎

大 原 二 区 来 間 直 子 旭 友 利 秀 和 腰 原 二 区 前田 セツ子 宮 原 狩俣　恵吉狩俣　恵吉 池 間 仲間　正明

大原三区１ 下地 智恵美 高 阿 良 志和山郁子 富名腰一区 洲 鎌　 剛 高 野 川満　富夫 馬 場 佐久田京子

大原三区２ 久 貝　 勲 県営東団地 下 里 泰 忠

保 良 砂川　春美 福 東 宮 國 恵 良 西 東 松長 敏和松長 敏和 長 間 下 地　 孝 市 上 区 與那覇敏一

七 又 小河原 眞智子 福 中 謝 敷 正 紀 仲 原 花城　栄三 長 南 真栄平正彦真栄平正彦 下 南 平 良 光 成

吉 野 根 間 進 福 西 藤 村 健 次 加 治 道 垣花 昭男 吉 田 西里 研一郎西里 研一郎 う る か 池 原 孝 記池 原 孝 記

新 城 友利　輝吉 福 北 平良　孝一 比 嘉 伊良部浩一伊良部浩一 西 西 川 満 徳 吉 友 利 友利 隆雄

皆 福 瑞慶覧　明 福 南 平 良 啓 長 北 伊良部正喜伊良部正喜 西 中 砂 川 勝 彦

新 里 我如古　正吉

高 田 根 間　 尋 雅根 間　 尋 雅

上 野 上 地　 直 哉上 地　 直 哉

野 原 砂 川　 久 代砂 川　 久 代

豊 原 砂 川　 忠 志砂 川　 忠 志

千 代 田 島 尻　 信 彦島 尻　 信 彦
千 代 田
ハ イ ツ 平 良　 勝 広平 良　 勝 広

宮 国 宮 国　 達 彦宮 国　 達 彦

名 加 山 伊志嶺 弘勝伊志嶺 弘勝

大 嶺 砂 川　 光 輝砂 川　 光 輝

上 地 川 満 好 信川 満 好 信

上 地 団 地 洲 鎌 忠 幸洲 鎌 忠 幸

入 江 来 間　 克来 間　 克

嘉 手 苅 嘉手苅 弘勝嘉手苅 弘勝

高 千 穂 与古田 正実与古田 正実

川 満 友 利 雅 光友 利 雅 光

川 満 団 地 与那覇 博文与那覇 博文

来 間 大 浦　 邦 夫

洲 鎌 藤 原 忠 康

与 那 覇 長 間　 良 典長 間　 良 典

伊 良 部 川 満 恵 栄川 満 恵 栄

仲 地 仲 地 正 彦

国 仲 垣 花　 恵

長 浜 謝 花 英 一

佐 和 田 川 満 光 則

池間添１ 上地 繁喜上地 繁喜

池間添２ 仲 間　 稱

前里添１ 與 儀 英 光

前里添２ 前 泊 勝 美

前里添３ 長 嶺 政 二
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宮古島市全戦没者追悼式宮古島市全戦没者追悼式
平和祈念式平和祈念式

新型コロナウイルス感染防止の観点から、規模を縮小し新型コロナウイルス感染防止の観点から、規模を縮小し
関係者のみで執り行います。（関係者のみで執り行います。（※特別招待者、来賓、学生、※特別招待者、来賓、学生、
合唱団は不参加合唱団は不参加）ご理解ご協力をお願いいたします。）ご理解ご協力をお願いいたします。

■日時  6 月 23 日 ( 水 ) 11:50~■日時  6 月 23 日 ( 水 ) 11:50~
■場所  未来創造センター■場所  未来創造センター
問  福祉政策課 ☎ 73-1981

○式典は関係者のみで執り行います○式典は関係者のみで執り行います

令和３年度令和３年度

規模縮小規模縮小

第 11 回 特別弔慰金の請求について第 11 回 特別弔慰金の請求について
　特別弔慰金は、先の大戦で公務等のため国に殉じた軍人、軍属及び準軍属の方々に対し国として
弔慰の意を表すため、ご遺族の方へ特別弔慰金 ( 記名国債 ) を支給するものです。
　第 11 回特別弔慰金として、毎年 5 万円を５年間、計 25 万円の記名国債が支給されます。

●支給対象
　戦没者の死亡当時のご遺族の方 ( 日本国籍であること ) で、令和２年４月１日 ( 基準日 ) において、

「恩給による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方 ( 戦没者
の妻や父母等 ) がいない場合、次の順番による先順位者のご遺族お一人に支給されます。

　【支給順位】
　１位　令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２位　戦没者の子
　３位　戦没者と死亡当時生計関係があり、戦没者と氏が同じである以下のご遺族
　　　　　　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹　( 優先順位は①からです )
　４位　上記３位以外の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　５位　上記１〜４位以外のご遺族で、戦没者の死亡当時まで引き続き１年以上の生計関係を有
　　　　していた三親等内の親族

●請求期間　令和２年４月 1日〜令和５年 3月 31日まで（３年間）
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、体調に不安のある場合は来庁をお控えください
　　ますようお願いします。

●請求窓口　宮古島市役所 1 階 福祉政策課 特別弔慰金担当　☎ 73-1981

                                   

●請求時の提出書類（直近 3 ヶ月以内に発行したもの）

※印鑑、請求者と代理人両方の本人確認証は必ずご持参ください。
※前回からの継続請求 ( 前回相続で受給した方を除く ) の場合は、イ、オのみの提出。※前回からの継続請求 ( 前回相続で受給した方を除く ) の場合は、イ、オのみの提出。
※代理人の場合は、委任状 (※代理人の場合は、委任状 ( 様式有。宮古島市様式有。宮古島市ホームページホームページよりよりダウンロードダウンロード可能可能 ) が必要です。) が必要です。

ア、戦没者と請求者の続柄を証する戸籍謄本（戦没者の死亡事項登載のもの）
イ、請求書の戸籍抄本
ウ、請求者より先順位者がいないこと（死亡・国籍喪失等）を証する戸籍
エ、年金等の受給者がいないこと（死亡・再婚・離縁等）を証する戸籍
オ、状況によりその他書類

6 月 23 日は 慰霊の日
− 2021 年 5 月 15 日、沖縄は日本復帰 49 年を迎えました。−

のお知らせのお知らせ

 行政連絡員とは、市政の円滑な運営のために、市の事務の一部を委託された方達です。市の行事・事
業への協力や、市や県等からの発行物 ( 広報誌など ) の配布などを行い、市の事務をサポートします。

【平良地区】

【城辺地区】

【伊良部地区】 【下地地区】 【上野地区】

問  総務課  行政管理係
☎ 72-3751( 内線 2404)

令 和 3 年 度 宮 古 島 市 の                      を 紹 介 し ま す令 和 3 年 度 宮 古 島 市 の                      を 紹 介 し ま す !行政連絡員行政連絡員


